
破壊力学と確率過程による短繊維補強コンクリートの力学モデル研究委員会【新規】 

 

1) 活動期間 
令和6年4月～令和8年3月 
 

2) 設立趣旨 
短繊維補強コンクリートの力学挙動をモデル化する際，破壊力学と確率論は個別に用いられて

きた。しかし，母材―繊維間の微視き裂（破壊力学）が支配的な短繊維の引抜クリープ試験にお

いて同一サンプル間の引抜時間が著しくばらつく（確率過程）など，両者の組み合わせによって

はじめて合理的な説明が可能と思われる現象がある。本委員会では，このような可能性に着目

し，実験と解析を通じて社会実装の前段階となる基礎的な知見の蓄積を目指す。 
 

3) 活動計画 
2年間の活動期間の間に以下の調査・研究を行う。 
・セメントマトリクスに埋め込まれた短繊維の引抜挙動について，確率過程と破壊力学を用い 
たモデル化を試みている国内外の文献を調査し，レビュー論文として取りまとめる。 

・短繊維をモルタルに埋め込んだ試験体による引抜クリープ試験を行い，力学挙動のばらつき 
の特性を把握するとともに，非破壊試験によって界面の損傷状況を可視化・定量化する。 

・上記の試験結果を合理的に説明できる力学モデルを構築する。 
 

4) 委員会の構成 
委員長    金澤  健    北海学園大学 
幹 事    橋本 勝文    北海道大学大学院 
委 員    高橋 駿人    東京理科大学 
委 員    松本 高志    北海道大学大学院 

 


